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引
き
続
き
、

選
考
委
員
で
あ

る
石
川
広
己
常

任
理
事
が
選
考

経
過
並
び
に
講

評
を
報
告
。
続

い
て
、
主
催
者

で
あ
る
横
倉
会

長
、
熊
坂
隆
光
産
経
新
聞
社

社
長
が
受
賞
者
に
表
彰
状
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
並
び
に
副
賞
を

手
渡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞

者
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

栃
木
県
の

橋
昭
彦
医
師

は
、
「
人
工
呼
吸
器
を
付
け

た
子
ど
も
の
痰
の
吸
引
の
た

め
に
３
時
間
以
上
続
け
て
寝

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
、
あ

る
お
母
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
診
療
所
の
一
室
で
子

表
彰
式
の
冒
頭
、
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
横
倉
義

武
会
長
は
、
「
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
、
高
齢
者
の

孤
独
死
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
昨
今
、
地
域
に
根
差

で
日
夜
黙
々
と
地
域
医
療
に

携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
医

師
の
方
々
の
励
み
と
な
る
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
述
べ

る
と
と
も
に
、

か
か
り
つ
け
医

を
中
心
と
し
た

切
れ
目
の
な
い

医
療
・
介
護
の

提
供
が
全
国

津
々
浦
々
で
円

滑
に
進
む
よ
う

地
域
医
療
の
充

実
に
努
め
る
と
し
、
檀
上
で

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
と
握
手

を
交
わ
し
、
公
務
の
た
め
退

席
し
た
。

ど
も
の
預
か
り
を
始
め
た
」

と
説
明
。
経
営
面
で
の
困
難

を
経
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
施
設
「
う

り
ず
ん
」
（
現
在
は
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）
を
、
拡
大
移
転

し
て
宿
泊
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と

し
た
。

神
奈
川
県

の
山
中
修
医

師
は
、
路
上

生
活
者
な
ど

の
診
療
だ
け

で
な
く
生
活

面
で
も
支
援

し
、
12
年
間

で
１
０
０
名

以
上
を
看
取

っ
た
と
し
、

横

浜

市

中

区
・
寿
地
区
で
ホ
ー
ム
レ
ス

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
の
人
達

の
ド
ク
タ
ー
と
し
て
働
く
べ

く
、
開
業
に
至
っ
た
経
緯
を

述
懐
。
「
国
民
一
人
ひ
と
り

が
１
本
の
木
。
我
々
医
師
は

虫
の
目
で
木
を
見
て
、
木
が

集
ま
っ
て
森
に
な
っ
た
時
に

は
鳥
の
目
で
森
を
見
る
こ
と

が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

岐
阜
県
の
土
川
権
三
郎
医

師
は
、
「
在
宅
療
養
を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
満
足
で
き
る

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
と

ら
わ
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
く

人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
出
発

点
。
関
係
者
が
で
き
る
だ
け

早
く
情
報
共
有
し
て
動
け
る

よ
う
、
毎
日
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
し
て
い
る
。
動
け
な
く

な
る
ま
で
仕
事
を
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

鳥
取
県
の
高
見
徹
医
師

は
、
「
過
疎
の
町
で
診
療
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
都
市

が
高
齢
化
し
た
時
の
医
療
だ

受賞者 受賞者の功績

順序は北から。受賞者の年齢は2016年1月末現在。

緒
お が た

方 健
けんいち

一 医師 小児在宅医療の充実を図り重症の子どもと家族を支援

60歳　熊本県
おがた小児科・内科医院理事長

開院当初から一般診療を行う傍ら、当時は一般的ではなかっ
た小児在宅医療支援を自ら開始・発展させた。超重症児とそ
の家族及び小児在宅医療に関わる全ての人が安心して在宅医
療に取り組めるようネットワークづくりにも尽力。また医療
型短期入所施設「かぼちゃんクラブ」を併設し、家族の負担
の軽減にも努めている。全国的に評価の高い開業小児科医が
出務する小児救急医療「熊本方式」においても、中心的な役
割を担っている。

高
た か み

見 徹
とおる

 医師 まちの道路を病院の廊下に見立て往診に奔走

66歳　鳥取県
日南町国民健康保険 
日南病院名誉院長

「まちは大きなホスピタル」「まちの道路は病院の廊下」をモ
ットーに積極的にまちに出て、毎日の往診では100km走るこ
とも珍しくない。高齢化率47.2％でも、在院日数は全国平均
を大きく下回るなど、高齢になっても家族や地域で見守りを
続け、自宅に住み続ける高齢者が多いまちづくりに貢献して
いる。また、日南病院のモデルが今後の都市部での地域医療
に必ず役立つと考え、新しい地域包括ケアシステムの構築に
も奮闘している。

土
つちかわ

川 権
けんざぶろう

三郎 医師 在宅で過ごす患者にきめ細やかなケアサービスを実践

64歳　岐阜県
丹生川診療所所長

「患者さんの希望に応え、希望を叶えてあげたい」という思い
から地域医療・在宅医療に取り組む。赤ちゃんから高齢者ま
で症状も多岐にわたる患者さんを診察。在宅で暮らしたいと
願う全ての人の希望を実現するため、対象者一人ひとりに焦
点を当てたケア・カンファレンスを週１回行う等の努力の結
果、在宅で看取りをする人が町内の全死亡者の33%となった。
アルコール依存症の問題にも携わり、地域医師の連携に努め
ている。

山
やまなか

中 修
おさむ

 医師 身寄りのない人に寄り添い生活面でも支援

61歳　神奈川県
ポーラのクリニック院長

日本三大日雇い労働者の街、横浜市中区・寿地区の住民の「医
衣食職住」環境を改善すべく医療施設を開設。「家族がいない
人のための町医者」になることを診療の理念として、身寄り
のない高齢者や疾病を抱える地域住民の人生の質の向上を目
指している。また、地域のチームリーダーとして自身で立ち
上げたNPO法人「さなぎ達」と協力し、路上生活者の夜間パ
トロールとともに健康状態の把握、食事の提供等にも従事し
ている。

髙
たかはし

橋 昭
あきひこ

彦 医師 重度の障がいを持つ小児の在宅医療に尽力

55歳　栃木県
ひばりクリニック院長

0歳から100歳までの患者を対象として幅広く地域の医療を担
う傍ら、在宅療養支援診療所として設立したNPO法人「うり
ずん」の理事長として小児の在宅医療に尽力。医療的ケアが
必要な子どもの家族が24時間過酷な介護を強いられる中、人
工呼吸器を付けた子どもを預かる重症障害児者レスパイトケ
ア施設を開設。子どもにとって楽しい場所であるとともに、
親たちが安心して預けることができる場所をつくることで家
族の暮らしを支援している。

小
児
在
宅
医
療
な
ど

    

地
域
医
療
に
尽
力
し
た
５
名
の
功
労
を
顕
彰

第
４
回「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ
大
賞
」表
彰
式

　

第
４
回
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞
」（
日
医
・
産
経
新
聞
社
主
催
、
ジ
ャ
パ
ン
ワ
ク
チ
ン
株
式

会
社
特
別
協
賛
）
の
表
彰
式
並
び
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
１
月
29
日
、
医
学
生
も
含
め
約
２
０
０
名
の
参

加
者
の
下
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

国
会
会
期
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
彰
式
に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
塩
崎

恭
久
厚
生
労
働
大
臣
が
駆
け
付
け
、
受
賞
者
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
日
頃
の
活
動
を
称
え
た
。

　

本
賞
は
、
現
代
の
“
赤
ひ
げ
”
と
も
言
う
べ
き
、
地
域
の
医
療
現
場
で
長
年
に
わ
た
り
、
健
康
を
中

心
に
住
民
の
生
活
を
支
え
、
そ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
る
医
師
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
か
か
り
つ
け
医

の
存
在
が
、
高
齢
者

の
尊
厳
を
保
ち
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
健
康
に
過

ご
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
鍵
で
あ
る
」
と

し
た
上
で
、
地
域
住

民
の
方
々
に
寄
り
添

っ
た
形
で
医
療
を
展

開
し
て
い
る
〝
赤
ひ

げ
先
生
〟
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
強
調
。

受
賞
者
の
献
身
的
な

医
療
活
動
に
敬
意
を

表
し
た
。

塩
崎
厚
労
大
臣

（
岡
崎
淳
一
厚
労
審

議
官
代
読
）
の
祝
辞

の
後
、
会
場
に
駆
け

付
け
た
安
倍
総
理

は
、
「
地
域
に
根
差

し
た
医
療
の
中
心
を

担
う
皆
様
の
高
い
使

命
感
と
行
動
力
は
、
ま
さ
に

現
代
の
〝
赤
ひ
げ
先
生
〟
で

あ
り
、
皆
様
の
受
賞
は
全
国

表彰式であいさつする安倍総理

（
２
面
に
続
く
）
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平
成
27
年
度
第
２
回
都
道

府
県
医
師
会
税
制
担
当
理
事

連
絡
協
議
会
が
１
月
28
日
、

日
医
会
館
小
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

今
村
定
臣
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
横
倉
義
武
会
長
は
、
医

療
の
消
費
税
問
題
に
関
し

て
、
「
平
成
28
年
度
税
制
改

正
大
綱
（
自
由
民
主
党
・
公

明
党
、
平
成
27
年
12
月
16

日
）
」
の
検
討
課
題
の
文
面

に
、
「
特
に
高
額
な
設
備
投

資
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い

と
の
指
摘
等
も
踏
ま
え
、
平

成
29
年
度
税
制
改
正
に
際

し
、
総
合
的
に
検
討
し
、
結

論
を
得
る
」
と
、
現
行
の
診

療
報
酬
へ
の
上
乗
せ
方
式
の

問
題
点
と
解
決
の
年
限
が
具

体
的
に
書
き
加
え
ら
れ
た
と

し
た
上
で
、
問
題
解
決
へ
向

け
て
は
、
今
年
一
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
で
あ
り
、
10
月
頃
を

目
途
に
方
針
を
固
め
て
い
く

と
の
考
え
を
示
し
、
協
力
を

要
請
し
た
。

協
議
で
は
、
（
１
）
「
平
成

28
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お

け
る
要
望
実
現
項
目
」
に
つ

い
て
、
今
村
常
任
理
事
が
、

21
項
目
（
16
項
目
が
重
点
項

目
）
中
、
「
事
業
税
非
課
税

措
置
・
軽
減
措
置
」
「
い
わ

ゆ
る
四
段
階
制
（
社
会
保
険

診
療
報
酬
の
所

得
計
算
の
特
例

措
置
）
」
等
、
実

現
し
た
11
項
目

に
つ
い
て
報
告

し
た
。

（
２
）
「
控
除

対
象
外
消
費
税

問
題
の
解
決
へ

向
け
て
」
で
は
、

同
常
任
理
事

が
、
「
控
除
対

象
外
消
費
税
問

題
に
関
す
る
日

本
医
師
会
の
取

組
み
」
に
つ
い

て
、
①
消
費
税

率
５
％
ま
で
の

状
況
②
消
費
税

率
８
％
引
き
上

げ
時
の
対
応
③

消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ
時

の
税
制
に
よ
る
抜
本
的
解
決

実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み

④
抜
本
的
解
決
に
伴
う
諸
課

題

─
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
平
成
元
年

の
消
費
税
（
３
％
）
導
入
時

か
ら
５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
平
成
９
年
ま
で
の
診
療
報

酬
項
目
の
上
乗
せ
対
応
に
よ

っ
て
診
療
報
酬
（
本
体
）
に

補
て
ん
不
足
が
生
じ
て
い
た

状
況
と
そ
の
理
由
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
改

定
時
、
８
％
へ
の
引
き
上
げ

時
に
は
、
基
本
診
療
料
（
初

診
料
、
再
診
料
、
入
院
基
本

料
）
へ
の
上
乗
せ
に
よ
っ
て
、

３
％
引
き
上
げ
分
は
マ
ク
ロ

的
に
は
適
正
に
上
乗
せ
さ
れ

た
も
の
の
、
５
％
時
点
ま
で

の
本
体
部
分
の
補
て
ん
不
足

は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
税
制
改
正
の
協
議

プ
ロ
セ
ス
を
図
示
し
、
「
日

医
の
税
制
改
正
要
望
は
、
ま

ず
は
厚
生
労
働
省
で
検
討
さ

れ
、
厚
労
省
の
要
望
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
の
み

が
、
自
民
党
厚
生
労
働
部
会

に
提
出
さ
れ
、
そ
こ
で
の
検

討
を
経
て
自
民
党
税
制
調
査

会
へ
上
申
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
初
め
て
政
府
・
与
党

の
検
討
の
俎そ

じ
ょ
う上

に
上
が
る
こ

と
に
な
る
」
と
説
明
。
「
そ

の
た
め
、
日
医
で
は
都
道
府

県
医
師
会
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
厚
労
省
や
自
民
党
厚
労

部
会
、
税
制
調
査
会
に
所
属

す
る
国
会
議
員
に
対
し
て
、

日
医
の
要
望
趣
旨
を
直
接
説

明
し
、
要
望
実
現
へ
の
働
き

掛
け
を
行
っ
て
き
た
」
と
述

べ
た
。

次
に
、
残
る
主
な
課
題
と

し
て
、
①
既
存
の
マ
ク
ロ
的

な
補
て
ん
不
足
②
設
備
投
資

等
へ
の
対
応

─
の
２
点
を

明
示
。
更
に
、「
過
去
の
上
乗

せ
分
『
引
き
は
が
し
』
の
議

論
」
「
所
得
税
の
概
算
経
費

率
（
四
段
階
制
）」「
免
税
事

業
者
、
簡
易
課
税
事
業
者
へ

の
影
響
」
「
事
業
税
非
課
税

へ
の
影
響
」
へ
の
配
慮
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
「
抜
本
的
解
決
を

求
め
る
要
望
」
と
し
て
、
昨

年
、
横
倉
会
長
が
、
今
後
の

検
討
の
有
力
な
方
向
性
と
し

て
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

に
示
し
た
「
病
院
に
つ
い
て

は
、
特
に
高
額
な
設
備
投
資

に
よ
る
消
費
税
負
担
が
深
刻

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仕
入
れ

税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

式
」
「
診
療
所
に
つ
い
て
は

平成29年4月消費税率10％引き上げ時までの
  控除対象外消費税問題の抜本的解決へ向けて
                                             医療界が一致団結を

平成27年度第2回都道府県医師会税制担当理事連絡協議会

診
療
報
酬
へ
消
費
税
相
当
分

を
上
乗
せ
す
る
方
式
を
原
則

と
し
つ
つ
、
個
々
の
診
療
所

の
選
択
に
よ
っ
て
、
申
告
に

基
づ
く
返
還
が
受
け
ら
れ
る

制
度
を
創
設
す
る
」
こ
と
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
と

説
明
。

今
後
は
、
会
内
の
「
医
療

機
関
等
の
消
費
税
問
題
に
関

す
る
検
討
会
」
を
再
開
し
、

６
月
中
旬
頃
に
検
討
会
と
し

て
の
解
決
方
法
案
を
取
り
ま

と
め
、
８
月
に
は
日
医
と
し

て
平
成
29
年
度
税
制
改
正
要

望
を
決
定
し
、
12
月
に
向
け

て
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
な
ど
、
平
成
29
年
４

月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
ま

で
の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
込
み
を
示
し
、
本
問
題
解

決
に
向
け
た
更
な
る
理
解
と

協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
、
今
村
聡
副
会
長

が
、
「
都
道
府
県
医
師
会
へ

の
お
願
い
」と
し
て
、①
地
方

自
治
法
第
99
条
に
基
づ
く
、

地
方
議
会
か
ら
国
会
へ
の

『
意
見
書
』
提
出
②
都
道
府

県
知
事
か
ら
の
要
望
に
よ
る
、

全
国
知
事
会
で
の
問
題
の
取

り
上
げ
③
本
問
題
へ
の
理
解

を
進
め
る
た
め
の
、
一
般
会

員
、メ
デ
ィ
ア
、患
者
・
住
民
、

地
元
議
員
等
を
対
象
と
し
た

都
道
府
県
医
師
会
主
催
の
会

合
開
催

─
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
と
意
義
を
説
明
し
た

上
で
協
力
を
要
請
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
各
都
道

府
県
医
師
会
よ
り
、
「
病
院

と
診
療
所
を
分
け
る
二
段
階

方
式
案
が
当
局
側
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
の
か
」
「
高
額
投

資
の
線
引
き
」
「
設
備
投
資

を
控
え
て
い
る
状
態
の
病
院

が
多
い
の
で
早
く
解
決
を
実

現
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、
具

体
的
な
質
問
・
要
望
が
出
さ

れ
、
担
当
役
員
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。

最
後
に
今
村
副
会
長
が
、

医
療
界
が
一
致
団
結
し
、
全

て
の
医
療
関
係
者
が
ま
と
ま

ら
な
い
と
解
決
は
難
し
い
と

の
考
え
を
示
し
た
上
で
、「
要

望
を
実
現
す
る
た
め
に
は

〝
政
治
力
〟
が
大
き
い
。
戦

え
る
武
器
と
な
る
よ
う
、
今

夏
の
参
議
院
選
挙
で
の
全
面

的
な
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
総
括
し
、
閉
会
し
た
。

と
い
う
こ
と
を
常
に
頭
に
置

い
て
き
た
。
地
域
医
療
は
地

域
づ
く
り
を
す
る
医
療
で
な

け
れ
ば
と
一
生
懸
命
取
り
組

ん
だ
結
果
、
日
南
町
は
高
齢

に
な
っ
て
寝
た
き
り
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
住
め
る
地
域

づ
く
り
に
成
功
し
た
」
と
強

調
。
今
後
は
近
隣
の
米
子
市

に
日
南
病
院
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
モ
デ
ル
地
区
を
つ

く
り
た
い
と
し
た
。

熊
本
県
の
緒
方
健
一
医
師

は
、
小
児
在
宅
医
療
へ
の
取

り
組
み
を
深
め
る
契
機
と
な

っ
た
往
診
先
の
母
子
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
「
１
９

９
９
年
の
大
型
台
風
に
よ
る

高
潮
被
害
で
ベ
ッ
ド
が
浮
き

人
工
呼
吸
器
が
壊
れ
た
が
、

お
母
さ
ん
が
蘇
生
バ
ッ
グ
を

押
し
な
が
ら
足
が
つ
く
と
こ

ろ
ま
で
ベ
ッ
ド
を
運
ん
で
助

か
っ
た
経
験
か
ら
、
医
療
・

消
防
・
行
政
の
関
係
者
と
小

児
在
宅
医
療
の
研
究
会
を
始

め
た
」
と
し
た
上

で
、
「
研
究
会
を

始
め
ら
れ
た
大
き

な
要
因
と
し
て
医

師
会
を
通
じ
て
勤

務
医
と
顔
の
見
え

る
関
係
が
構
築
で

き
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
」
と

述
べ
た
。

そ
の
後
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
は
、

公
務
を
終
え
て
駆

け
付
け
た
塩
崎
厚

労
大
臣
が
、「
我
々

が
子
ど
も
の
頃
、

医
師
と
い
う
の
は

と
て
も
近
く
に
住

　日医ホームページをリニューアルし、
ニュースポータルサイト「日医on-line」を
創設しました。ぜひご覧下さい。

日医広報・情報課

http://www.med.or.jp/nichiionline/

　第4回「日本医師会　赤ひげ大賞」の表彰式・レセプ
ションの模様や、受賞された先生方の診療の様子などを
紹介した番組が下記のとおり放映される予定です。ぜひ
ご覧下さい。
　番組名：BSフジ「�密着！　かかりつけ医たちの奮闘�

～第4回赤ひげ大賞受賞者～」
　日　時：2月21日（日）午後1時～（55分間）

ん
で
い
て
、
何
か
あ
る
と
家

に
来
て
く
れ
る
存
在
だ
っ
た
。

５
名
の
受
賞
者
は
、
地
元
の

住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
方
ば
か
り
だ
」

と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も

に
、「
厚
労
省
と
し
て
も
全
国

の
〝
赤
ひ
げ
先
生
〟
を
応
援

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
選
考
委
員
で
あ
る
羽
毛

田
信
吾
氏
（
昭
和
館
館
長
・

宮
内
庁
参
与
）
、
向
井
千
秋

氏
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
技
術
参
与
・
東
京
理
科
大

学
副
学
長
）
、
山
田
邦
子
氏

（
タ
レ
ン
ト
）
、
小
林
光
恵
氏

（
作
家
）
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
チ
に
続
い
て
、
受
賞
者

所
属
医
師
会
を
代
表
し
て
、

小
林
博
岐
阜
県
医
師
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
約
10
分
間
に
わ
た

り
受
賞
者
の
診
療
の
様
子
な

ど
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
、
盛

会
裏
に
終
了
と
な
っ
た
。

番組放送のお知らせ

（
１
面
よ
り
）
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日
本
医
師
会

倫
理
審
査
委
員
会
を
設
置

2
月
3
日

女性医師支援センター事業ブロック別会議について
　日医では、女性医師バンクを含む女性医師支援センター事業を今後
も継続して発展させていくため、各地域からの声を聞かせて頂き、更
に同事業への理解を深めて頂くという、双方向による情報の伝達、並
びに各地域内での情報交換の機会として、平成21年度より各医師会の
協力を得て、「女性医師支援センター事業ブロック別会議」を開催して
いる。
　今年度も全国を北海道・東北、関東甲信越・東京、中部、近畿、中
国四国、九州の6ブロックに分け、それぞれ以下のとおり開催した。

北海道・東北ブロック
平成27年11月21日　於：コラッセふくしま、出席者：32名
関東甲信越・東京ブロック
平成28年1月23日　於：日本医師会館、出席者：40名
中部ブロック
平成27年12月20日　於：名古屋市内ホテル、出席者：54名
近畿ブロック
平成27年11月28日　於：神戸市内ホテル、出席者：41名
中国四国ブロック
平成27年11月14日　於：岡山コンベンションセンター、出席者：42名
九州ブロック
平成27年10月31日　於：宮崎市内ホテル、出席者：51名

　参加された各医師会からは、「医学生、研修医等をサポートするため
の会」や「女性医師の勤務環境の整備に関する病院長、病院開設者・
管理者等への講習会」の開催報告を始め、女性医師等相談窓口や各
医師会が実施したアンケート調査、キャリアサポートブックの作成とい
ったさまざまな取り組み等について報告があった。今年度は、新専門医
制度や各地のファミリーサポートセンターについての関心が高く、各ブロ
ックとも活発な意見交換が行われ、盛会裏に終了した。
　担当頂いた各医師会始め参加頂いた方々には、この場を借りて厚く
御礼申し上げるとともに、今後も引き続き、女性医師支援事業ついてご
理解とご協力をお願いしたい。
　なお、平成28年2月26日（金）に、本会大講堂において開催する「女
性医師支援事業連絡協議会」では、これらブロック会議の議事内容を
踏まえ、各ブロックより、各地の特徴的・先進的な取り組みを紹介頂く
予定である。

問い合わせ先　女性医師支援センター（女性医師バンク）
	 03―3942―6512　 03―3942―7397

登録件数
求人1,117件（延べ5,026件）、求職190名（延べ765名）、
就業及び再研修決定452件（平成28年1月31日現在）

日
医
と
日
本
航
空
株
式
会

社
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
、

本
年
２
月
よ
り
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ 

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
登
録
制
度
」

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、

日
本
医
師
会
　
倫
理
審
査
委
員
会

髙
久
　
史
麿	

（
日
本
医
学
会
長
）

森
　
　
洋
一	

（
京
都
府
医
会
長
）

山
本
　
纊
子	

（	

藤
田
保
健
衛
生
大
名
誉
教
授
／
医
療

法
人
並
木
会
並
木
病
院
長
）

今
村
　
定
臣	

（
日
医
常
任
理
事
）

羽
鳥
　
　
裕	

（
日
医
常
任
理
事
）

手
塚
　
一
男	

（
兼
子
・
岩
松
法
律
事
務
所
）

田
中
　
美
穂	

（
日
医
総
研
）

宮
﨑
　
長
一
郎	

（
日
本
薬
剤
師
会
常
務
理
事
）

小
野
　
俊
介	
（
東
大
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
）

【
羽
鳥
常
任
理
事
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー
】

羽
鳥
裕
常
任
理
事
は
、
１

月
19
日
開
催
の
第
10
回
理
事

会
で
、
「
日
本
医
師
会
倫
理

審
査
委
員
会
の
設
置
の
件
」

が
了
承
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
本
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
公
表
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

「
本
委
員
会
は
、
都
道
府
県

医
師
会
員
等
が
『
人
を
対
象

と
す
る
医
学
系
研
究
に
関
す

る
倫
理
指
針
』
に
従
い
臨
床

研
究
を
実
施
し
よ
う
と
し
た

際
に
、
所
属
医
師
会
に
倫
理

審
査
委
員
会
を
設
置
し
て
い

な
い
場
合
、
臨
床
研
究
の
審

査
依
頼
を
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
状
況
で
あ
り
、ま
た
、倫
理

委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
地

域
医
師
会
に
お
い
て
は
、
当

該
会
員
以
外
が
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
臨
床
研
究
の
審

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

石
川
広
己
常
任
理
事

が
２
月
３
日
、
加
藤

淳
Ｊ
Ａ
Ｌ
執
行
役
員

路
線
統
括
本
部
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
企
画

本
部
長
と
共
に
合
同

記
者
会
見
を
行
っ
た
。

石
川
常
任
理
事

は
、
冒
頭
、
世
界
中

の
多
く
の
航
空
会
社

に
お
い
て
、
機
内
急

病
人
発
生
時
の
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ル
に
呼
応

す
る
搭
乗
者
が
、
確

実
に
医
師
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
な
い
状
況
の

中
で
、
医
療
行
為
や
機
内
装

備
の
医
薬
品
使
用
が
行
わ
れ

て
い
る
現
状
が
あ
る
と
指

摘
。
そ
こ
で
、
提
示
す
る
だ

け
で
確
実
に
医
師
で
あ
る
こ

と
が
証
明
で
き
る
日
医
発
行

の
「
医
師
資
格
証
」
を
用
い

た
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
そ
の
過
程
で
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
は
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ル
に
呼

応
し
た
場
合
、
民
事
上
の
損

害
賠
償
責
任
を
カ
バ
ー
す
る

保
険
を
手
当
て
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か

ら
、
本
制
度
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
説
明
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
本
制
度

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ

と
な
く
、
登
録
し
た
医
師
へ

客
室
乗
務
員
が
直
接
声
掛
け

を
す
る
こ
と
で
、
更
に
迅

速
・
適
切
な
医
療
対
応
が
可

能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
機

内
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ル
に
対
し

て
緊
急
医
療
を
行
う
医
師
の

大
き
な
心
理
的
な
支
え
と
な

り
、
呼
応
す
る
医
師
の
拡
大

に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
「
多
く
の
人
々
に
安
心

で
快
適
な
空
の
旅
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
一
人
で

も
多
く
の
医
師
に
本
制
度
に

登
録
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

述
べ
た
。

一
方
、
加
藤
本
部
長
は
、

「
今
回
の
日
医
と
の
提
携
に

よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
企
業
理
念

で
あ
る
〝
お
客
様
へ
の
最
高

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
〟
を
更

に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
本
制
度
は

日
医
発
行
の
「
医
師
資
格
証
」

を
持
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ

レ
ー
ジ
バ
ン
ク
会
員
を
対
象

と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
Ｊ
Ａ

Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（URL

：

http://www.jal.co.jp/

jmb/doctor/

）
で
事
前
登

録
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
国

内
の
航
空
会
社
と
し
て
初
め

て
の
取
り
組
み
に
な
る
こ

と
、
今
回
の
制
度
開
始
に
よ

っ
て
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た

搭
乗
者
だ
け
で
な
く
機
内
の

他
の
搭
乗
者
に
も
ド
ク
タ
ー

コ
ー
ル
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ

る
不
安
感
を
抱
か
せ
る
こ
と

な
く
、
事
前
登
録
さ
れ
た
医

師
に
迅
速
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
等
を

説
明
。

更
に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
、
「
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ル
に
応
じ
た
医

療
従
事
者
の
賠
償
責
任
を
担

保
す
る
保
険
へ
の
加
入
」「
飛

行
中
の
航
空
機
か
ら
い
つ
で

も
地
上
に
い
る
専
門
医
に
助

言
を
受
け
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
」
「
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
な
ど
種
々
の

医
療
器
具
の
搭
載
」
等
々
、

こ
れ
ま
で
に
も
機
内
の
緊
急

医
療
体
制
を
整
え
て
き
た
こ

と
に
触
れ
、
今
回
の
提
携
に

よ
り
、
機
内
の
医
療
品
質
の

一
層
の
向
上
と
と
も
に
、
搭

乗
者
が
よ
り
安
心
し
て
飛
行

機
に
搭
乗
し
て
も
ら
え
る
こ

と
に
な
る
と
、
制
度
運
用
に

対
す
る
期
待
感
を
示
し
た
。

い
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
研
究

者
の
た
め
に
臨
床
研
究
の
倫

理
審
査
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
た
」と
説
明
し
た
。

更
に
、
臨
床
研
究
を
実
施

す
る
た
め
の
倫
理
指
針
が
、

「
デ
ィ
オ
バ
ン
事
件
」
以
来

大
き
く
改
訂
さ
れ
て
お
り
、

研
究
す
る
際
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
か
、
ま
た
患
者

を
害
す
る
も
の
で
は
な
い

か
、
将
来
役
に
立
つ
と
考
え

ら
れ
る
研
究
か
な
ど
、
適
切

に
審
査
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
の
考
え
を
示
し
た
。

な
お
、
本
委
員
会
は
日
医

役
員
の
他
、
弁
護
士
、
薬
剤

師
な
ど
９
名
の
委
員
に
よ
り

構
成
し
、
治
験
促
進
セ
ン
タ

ー
が
事
務
局
を
担
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
（
別
掲
参
照
）
。

「
医
師
資
格
証
」を
用
い
た

  

「
Ｊ
Ａ
Ｌ 

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
登
録
制
度
」を
開
始

日
医
・
日
本
航
空
株
式
会
社
合
同
記
者
会
見
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
と
い

う
定
義
は
人
に
よ
り
そ
の
捉

え
方
が
異
な
る
た
め
、
な
か

な
か
共
通
認
識
と
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

あ
る
意
見
に
対
し
て
人
は

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
発
言
す
る

が
、
そ
の
意
見
や
発
言
を
集

約
す
る
際
、
ど
の
視
点
で
ま

と
め
上
げ
る
か
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
に
、

し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
。

明
ら
か
な
対
立
軸
が
存
在

し
て
い
て
も
、
ど
こ
か
に
落

と
し
所
を
見
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
、
こ
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
い
か
ん
に
よ
っ
て
結

論
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
大
い

に
起
こ
り
得
る
。

日
本
人
は
「
ま
あ

ま
あ
」
と
か
「
程
々
」

と
い
う
感
覚
を
強
く

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
民
族
で

あ
る
が
故
に
、
「
ま
あ
こ
の

辺
り
で
」
と
い
う
こ
と
を
バ

ラ
ン
ス
感
覚
と
勘
違
い
し
て

い
る
節
が
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。

均
衡
を
取
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
あ
る
目
的
を
も

っ
て
一
定
の
判
断
基
準
に
基

づ
い
て
絶
妙
の
調
和
を
図
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

〝
中
庸
の
徳
〟
と
い
う
『
礼
記
』

由
来
の
言
葉
が
あ
る
が
、
こ

れ
も
や
や
も
す
る

と
、
単
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
と

解
釈
さ
れ
や
す

い
。恐

ら
く
日
本
人
は
他
民
族

の
よ
う
な
唯
一
絶
対
神
的
な

宗
教
や
価
値
観
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
大

き
な
理
由
で
は
な
い
か
と
愚

推
す
る
。

そ
の
た
め
、
世
論
に
流
さ

れ
や
す
く
、
議
論
が
い
と
も

簡
単
に
１
８
０
度
変
化
す
る

こ
と
も
度
々
経
験
し
て
き
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
諸
外
国

を
見
て
い
る
と
日
本
人
の
立

ち
振
る
舞
い
は
バ
ラ
ン
ス
が

い
い
と
感
じ
る
の
は
身
内
び

い
き
で
あ
ろ
う
か
？

絶
対
的
な
価
値
観
を
持
た

ず
、
八
百
万
の
神
を
信
仰
す

る
わ
が
国
が
今
後
ど
の
よ
う

な
国
に
な
る
の
か
？　

楽
し

み
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚

…
…
言
葉
は
難
し
い
…
…
。

	

（
７
）

日
本
人
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚

『治療薬ハンドブック2016』を
10名の方にプレゼント

お知らせ

　妊婦、小児への投薬情報や錠剤・カプ
セル剤の粉砕可否情報など、添付文書だ
けでは得られない生きた情報が豊富に掲
載された医薬品情報集『治療薬ハンドブ
ック2016』（発行：じほう）を10名の方
にプレゼントいたします。
　希望者は、下記の要領に従って、ご応
募下さい。なお、当選者の発表は、書籍
の発送もって代えさせて頂きます。

◆応募方法
　はがきまたはメールにより、①住所②氏名③日医の広報活動で
改善して欲しい点（必須）を明記の上、日医広報・情報課「治療
薬ハンドブック2016プレゼント係」までお申し込み下さい〔3月4
日（金）消印有効〕
◆応募・問い合わせ先
　日医広報・情報課
　〒113─8621 文京区本駒込2─28─16
　 03─3942─6483（直）　 present@po.med.or.jp

日
医
は
、
「
子
ど
も
予
防

接
種
週
間
」
（
主
催
：
日
医
、

日
本
小
児
科
医
会
、
厚
生
労

働
省
、
後
援
：
文
部
科
学
省
、

「
健
や
か
親
子
21
」
推
進
協

議
会
）
を
３
月
１
日
（
火
）

か
ら
７
日
（
月
）
ま
で
の
７

日
間
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

た
。「

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

は
、
４
月
の
入
園
、
入
学
に

備
え
て
、
保
護
者
を
始
め
と

し
た
地
域
住
民
の
予
防
接
種

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
予

防
接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
15

年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
も
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
種
々
の
予
防
接
種

に
関
し
て
、
「
保
護
者
か
ら

の
相
談
の
受
付
」
「
通
常
の

診
療
時
間
に
予
防
接
種
を
受

け
に
く
い
人
達
が
、
土
曜

日
・
日
曜
日
や
夜
間
等
に
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
体
制

の
構
築
」
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
た
広
報
活
動
」
「
予

防
接
種
に
つ
い
て
の
接
種
医

療
機
関
や
一
般
市
民
向
け
講

習
会
の
開
催
」
等
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み

を
、
各
都
道
府
県
医
師
会
等

で
企
画
・
実
施
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
て
お
り
、
日
医
は
、

そ
の
支
援
と
共
に
、
ポ
ス
タ

平
成
28
年
度

 

日
本
医
師
会
医
療
安
全
推
進
者養成

講
座

◆
講
習
内
容
：
月
１
回
の
ペ

ー
ス
で
受
講
者
専
用
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
テ

キ
ス
ト
（
【
予
定
】
①
医
療

安
全
対
策
概
論
②Fitness	

to	
Practice

論
③
事
故
防

止
職
場
環
境
論
④
医
療
事
故

事
例
の
活
用
と
無
過
失
補
償

制
度
⑤
医
療
事
故
の
分
析
手

法
論
⑥
医
療
施
設
整
備
管
理

論
⑦
医
薬
品
安
全
管
理
論
⑧

医
事
法
学
概
論
⑨
医
療
現
場

に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
術
）

と
演
習
問
題
を
中
心
と
し
た

e-learning

形
式
の
通
信
制

講
座
で
あ
る
。

医
療
安
全
に
関
す
る
講
習

会
〔
10
月
16
日
（
日
）
日
医

会
館
に
て
開
催
、
詳
細
は
未

定
〕
に
参
加
す
る
な
ど
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
受
講

者
に
は
、
日
医
会
長
よ
り
修

了
証
を
発
行
す
る
。

◆
受
講
期
間
：
平
成
28
年
４

月
～
29
年
３
月

◆
受
講
対
象
者
：
医
療
機

関
、
福
祉
関
連
施
設
の
職
員

及
び
都
道
府
県
医
師
会
、
郡

市
区
医
師
会
の
苦
情
・
相
談

受
付
窓
口
業
務
担
当
者
等

で
、
医
療
の
安
全
管
理
に
対

す
る
強
い
意
欲
と
高
い
関
心

を
有
す
る
者
。

た
だ
し
、
受
講
の
必
須
条

件
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
で
き
る
環
境
（
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

閲

覧
、

E-mail

の
使
用
、
動
画
の
視

聴
等
）
に
あ
る
こ
と
。

◆
定
員
：
１
０
０
０
名

平
成
27
年
度

   
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
を
実
施

日 医

第16回生命を見つめるフォトコンテスト入賞作品　「至福の時間」松崎純治

日本医師会 日本小児科医会　厚生労働省
「健やか親子21」推進協議会後援 文部科学省

当院では子ども予防接種週間中

ワクチン接種を実施します。

子ども予防接種週間

3 3
（火）

71
（月）

子ども予防接種週間
です。

～ は

4月からの入園・入学に備えて、
必要な予防接種をすませ、病気を未然に防ぎましょう

● 予防接種に関する質問は、当院にご相談ください。
● 接種希望者は予約してください。

平
成

28年

ー
の
作
成
・
配
布
の
他
、
マ

ス
コ
ミ
、
行
政
と
の
連
携
の

下
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:	

/
/
w
w
w
.
m
e
d
.
o
r
.
j
p
/

vaccine/

）
等
を
活
用
し
た

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。な

お
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
『
日
医
雑
誌
』
２
月

号
に
同
封
し
、
日
医
全
会
員

に
配
布
さ
れ
て
い
る
の
で
、

待
合
室
で
の
掲
示
等
で
ご
活

用
願
い
た
い
。

◆
締
め
切
り
：
３
月
16
日

（
水
）

◆
受
講
料
：
３
２
４
０
０
円

〔
税
込
、
当
該
費
用
に
テ
キ

ス
ト
代
・
講
習
会
費
（
旅
費

を
除
く
）
等
を
含
む
〕

◆
応
募
方
法
：
受
講
希
望
者

は
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

｢

医
療
安
全
推
進
者
養
成
講

座
案
内
」（http://www.med.	

o
r
.
j
p
/
a
n
z
e
n
/
k
z
/
1
6	

entry/index.html

）
に
あ

る
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事

項
を
入
力
し
て
お
申
し
込
み

願
い
た
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
医

事
法
・
医
療
安
全
課〔

03
─

３
９
４
２
─

６
５
０
６（
直
）〕

書
籍
紹
介

分
断
社
会
を
終
わ
ら

せ
る

「
だ
れ
も
が
受
益
者
」と

い
う
財
政
戦
略

井
手
英
策　

他
著

日
本
の
現
状
を
み
る
と
、

世
界
経
済
に
占
め
る
地
位
は

以
前
よ
り
格
段
に
低
下
し
、

人
口
や
子
ど
も
の
数
も
減
り

始
め
、
高
齢
化
も
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち

の
社
会
に
は
言
い
知
れ
ぬ
不

透
明
感
が
漂
っ
て
い
る
。

こ
の
社
会
を
覆
い
尽
く
し

て
い
る
漠
然
と
し
た
重
苦
し

さ
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来

る
の
か
。

本
書
は
そ
の
要
因
を
日
本

が
こ
れ
ま
で
財
政
再
建
至
上

主
義
の
下
、
増
税
を
避
け
る

た
め
に
必
要
な
教
育
や
社
会

福
祉
の
予
算
を
カ
ッ
ト
し
続

け
、
国
民
を
分
断
す
る
予
算

配
分
を
行
っ
て
き
た
結
果
で

あ
る
と
分
析
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
社

会
保
障
を
普
遍
主
義
の
観
点

か
ら
再
構
築
す
る
こ
と
で
、

全
て
の
人
に
負
担
を
依
頼
す

る
代
わ
り
に
、
全
て
の
人
の

基
礎
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
と

い
う「
必
要
原
理
」に
基
づ
い

た
財
政
戦
略
を
用
い
る
こ
と

を
提
案
。
暮
ら
し
の
安
心
を

実
現
す
れ
ば
、
格
差
是
正
と

共
に
経
済
成
長
も
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、本
書
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
で
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
考
え
が
随
所

に
示
さ
れ
て
お
り
、
一
読
を

お
薦
め
し
た
い
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

定
価　

１
７
２
８
円（
税
込
）

発
行　

筑
摩
書
房

048
─

６
５
１
─

０
０
５
３
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

埼玉県
大宮医師会報
第714号より

Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
悲
劇

佐
藤
　
行
彦

宮城県
仙台市医師会報
No.607より

犬
バ
カ

後
藤
　
孝
浩

福島県
会津医師会報
598号より

目
の
黒
い
う
ち
に
…
…

米
山
　
高
仁

私
は
メ
カ
ニ
カ
ル
な
も
の

が
好
き
で
、
自
分
で
い
じ
く

る
こ
と
が
大
好
き
で
あ
る
。

昨
今
は
、
断
捨
離
と
い
う
か
、

す
ぐ
さ
ま
も
の
を
捨
て
て
し

ま
う
が
、
時
に
職
場
の
ゴ
ミ

捨
て
場
か
ら
、
も
の
を
救
出

し
て
き
て
手
を
加
え
て
、
ま

だ
使
え
る
だ
ろ
う
と
現
役
に

復
帰
さ
せ
る
。

し
か
し
、
周
り
か
ら
は
不

評
で
あ
る
。
世
の
中
が
修
理

を
前
提
と
し
て
も
の
を
作
っ

て
は
い
な
い
の
で
、
修
理
す

る
方
が
お
金
が
掛
か
る
か
ら

買
い
換
え
た
方
が
良
い
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
現

実
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
理
解

は
で
き
る
の
だ
が
、
本
当
の

エ
コ
と
は
、
も
の
を
捨
て
ず

に
修
理
し
て
使
う
こ
と
に
あ

る
の
だ
と
思
う
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ（Do	It	Yourself

）

店
に
一
度
行
く
と
数
時
間
は

飽
き
る
こ
と
な
く
、
プ
ロ
の

使
う
道
具
や
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
講

習
を
見
て
回
り
、
小
間
物
を

少
々
買
っ
て
ス
ト
ッ
ク
し
て

い
た
。
妻
の
買
い
物
に
は
15

分
で
限
界
に
達
し
て
し
ま

い
、
妻
の
方
も
買
い
物
に
邪

魔
者
は
必
要
な
い
と
解
放
し

て
く
れ
る
が
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
プ
ロ
専
門
の
工
具
店

に
行
く
と
、
と
っ
て
も
う
き

う
き
し
て
し
ま
う
。

子
ど
も
の
頃
の
私
の
周
り

に
は
分
解
さ
れ
た
も
の
、
分

解
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
、
分

解
を
待
っ
て
い
る
も
の
が
山

積
み
と
な
っ
て
お
り
、
プ
ラ

モ
デ
ル
も
お
び
た
だ
し
い
量

が
段
ボ
ー
ル
箱
に
突
っ
込
ま

れ
て
い
た
。

今
、
自
分
が
ど
ん
な
道
具

を
持
っ
て
い
る
か
確
認
し
て

み
る
と
、
よ
く
軍
事
兵
器
の

見
本
市
の
よ
う
に(

た
と
え

ば
戦
闘
機
の
搭
載
可
能
兵
器

を
周
り
に
並
べ
る
よ
う
に)

写
真
を
撮
っ
て
み
た
い
く
ら

い
多
種
多
様
な
も
の
が
あ

り
、
奥
様
の
目
を
盗
ん
で
よ

く
こ
れ
ま
で
集
め
た
も
の
と

自
分
で
も
感
心
し
て
し
ま

う
。と

こ
ろ
が
実
際
に
、
Ｄ
Ｉ

Ｙ
を
行
う
の
に
は
一
番
大
事

な
要
素
が
欠
け
て
い
た
た
め

に
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
パ
ー

ツ
は
も
は
や
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ

ク
と
化
し
、
ど
の
よ
う
に
整

理
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら

な
い
。
ま
し
て
や
プ
ロ
店
で

買
っ
た
箱
詰
め
の
釘
な
ど
、

お
そ
ら
く
今
世
紀
中
に
は
消

費
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
は
、
自
分
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
職
人
さ
ん
を
雇

っ
て
行
う
よ
り
も
ず
っ
と
安

価
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
私
の
場
合
、
こ
の
方
が

は
る
か
に
経
費
が
掛
か
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
プ

ロ
な
ら
問
題
の
な
い
こ
と

も
、
素
人
の
生
兵
法
で
は
大

け
が
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

一
度
、
便
器
の
水
の
流
れ

が
悪
す
ぎ
る
の
で
、
上
を
開

け
、
い
じ
く
り
始
め
、
あ
る

部
品
を
外
し
た
途
端
に
〝
大

出
血
し
た
〟
。
ウ
ム
こ
れ
は

人
間
で
言
え
ば
、
ア
オ
ル
タ

に
穴
を
開
け
た
時
だ
な
、
な

ん
ぞ
と
考
え
る
間
も
な
く
、

水
は
あ
ふ
れ
、
廊
下
に
流
れ
、

ま
ず
い
こ
と
に
水
道
管
に
付

い
て
い
る
止
水
栓
が
錆
び
つ

い
て
、
水
が
止
ま
ら
な
い
。

人
間
だ
っ
た
ら
サ
テ
ィ
ン
ス

キ
ー
か
デ
ュ
ベ
ー
キ
ー
、
ク

ー
リ
ー
で
〝
え
い
や
！

〟
だ

が
、
相
手
は
ス
テ
ン
レ
ス
系

の
管
で
あ
る
。
し
ょ
う
が
な

い
の
で
、
妻
を
呼
ん
で
雑
巾

で
出
血
点
を
圧
迫
止
血
さ
せ

な
が
ら
、
家
の
外
の
本
管
の

止
水
栓
を
締
め
に
走
っ
た
。

こ
れ
で
止
ま
っ
た
の
は
い

い
が
、
今
度
は
家
全
体
が
断

水
に
な
っ
た
。
ま
だ
風
呂
に

入
っ
て
い
な
い
妻
と
娘
は
、

激
し
く
私
を
非
難
し
、
食
器

洗
い
さ
え
終
わ
っ
て
い
な
い

現
状
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

か
っ
た
。
し
ょ
う
が
な
い
の

で
水
道
の
救
急
屋
さ
ん
に
電

話
を
掛
け
て
来
て
も
ら
っ
た

が
、
本
来
問
題
と
な
る
部
品

以
外
に
も
ユ
ニ
ッ
ト
で
一
気

に
交
換
さ
れ
て
、
財
布
の
方

が
〝
大
出
血
し
て
し
ま
っ

た
〟
。	

（
一
部
省
略
）

２
年
前
か
ら
犬
を
飼
っ
て

い
る
。
特
に
珍
し
く
も
な
い

だ
ろ
う
が
、
私
は
子
ど
も
の

頃
か
ら
犬
を
飼
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
た
め
、
子
犬
が
家

に
来
る
ま
で
は
不
安
で
仕
方

な
か
っ
た
。
し
か
し
今
で
は

す
っ
か
り
犬
バ
カ
で
あ
る
。

か
つ
て
は
自
分
の
娘
達
が
世

界
で
一
番
可
愛
い
姉
妹
と
思

っ
て
い
た
が
（
親
バ
カ
）
、

今
で
は
こ
の
息
子
（
ト
イ
プ

ー
ド
ル
）
が
世
の
中
で
最
も

賢
く
て
可
愛
い
犬
だ
と
思
っ

て
い
る
。

息
子
は
生
後
３
カ
月
か
ら

散
歩
を
始
め
た
。
最
初
は
10

分
程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
１
日
２
回
、
朝
は
約
30
分
、

夕
方
約
１
時
間
、
平
日
の
夕

方
以
外
は
ほ
と
ん
ど
私
が
散

歩
に
連
れ
て
行
く
。
雨
の
日

も
雪
の
日
も
。
息
子
は
散
歩

が
大
好
き
で
あ
る
。
ト
イ
レ

も
兼
ね
て
い
る
の
で
休
む
わ

け
に
も
い
か
な
い
。
お
か
げ

で
近
所
は
ほ
ぼ
歩
き
尽
く
し

た
。八

木
山
に
住
ん
で
10
年
以

上
に
な
る
が
、
恥
ず
か
し
い

話
、
犬
の
散
歩
を
す
る
ま
で

は
近
所
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

今
で
は
ど
こ
に
ど
ん
な
家
が

あ
っ
て
、
ど
ん
な
車
が
停
め

て
あ
っ
て
、
ど
ん
な
犬
が
い

て
、
と
か
、
○
○
ち
ゃ
ん
（
子

ど
も
た
ち
の
友
人
）
の
家
が

こ
こ
で
、
○
○
先
生
（
医
師

会
会
員
）
の
邸
宅
が
こ
ち
ら

で
、
な
ど
か
な
り
知
っ
て
い

る
。犬

を
連
れ
て
い
れ
ば
不
審

者
に
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
な

い
。
子
ど
も
や
若
い
女
性
が

向
こ
う
か
ら
寄
っ
て
来
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
近
所
に
も
犬
を
飼
っ
て
い

る
家
は
そ
れ
な
り
に
あ
っ

て
、
散
歩
で
会
え
ば
話
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
顔
見
知
り

も
増
え
て
き
た
。

犬
を
飼
う
の
が
初
め
て
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
犬
に
関

す
る
本
な
ど
も
か
な
り
読
ん

だ
。
最
初
は
飼
育
や
し
つ
け

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
今
で
は
犬
そ
の
も
の
を

科
学
的
に
研
究
し
た
本
を
読

む
の
も
楽
し
い
。

イ
ヌ
が
オ
オ
カ
ミ
か
ら
進

化
（
分
化
？
）
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
よ
う
だ
が
、
現

在
の
イ
ヌ
の
多
種
多
様
性
を

み
る
と
本
当
の
意
味
で
の

「
純
血
種
」
は
も
は
や
存
在

し
な
い
。

ま
た
、
い
つ
か
ら
あ
の
よ

う
に
ヒ
ト
の
動
き
や
表
情
を

鋭
く
読
み
取
る
能
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ

が
ヒ
ト
と
生
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
徐
々
に
備
わ
っ
て
い
っ

た
能
力
な
の
か
、
そ
れ
と
も

そ
の
能
力
を
何
ら
か
の
理
由

で
持
っ
た
も
の
達
だ
け
が
生

き
残
っ
た
の
か
、
そ
ん
な
こ

と
が
イ
ヌ
の
研
究
者
の
間
で

は
論
争
に
ま
で
な
っ
て
い

る
。ヒ

ト
に
は
想
像
で
き
な
い

よ
う
な
嗅
覚
だ
け
で
な
く
、

聴
覚
も
ヒ
ト
よ
り
優
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
一
方
、

視
覚
に
つ
い
て
は
色
覚
が
ヒ

ト
よ
り
か
な
り
劣
り
、
近
く

の
細
か
な
物
は
あ
ま
り
よ
く

見
え
な
い
が
、
遠
く
の
動
く

物
に
は
敏
感
に
反
応
す
る
。

確
か
に
う
ち
の
息
子
も
皿
か

ら
こ
ぼ
れ
た
ド
ッ
グ
フ
ー
ド

を
時
々
見
失
っ
て
い
る
か
と

思
え
ば
、
数
十
メ
ー
ト
ル
先

で
風
に
吹
き
流
さ
れ
る
ポ
リ

袋
に
向
か
っ
て
吠
え
た
り
し

て
い
る
。
彼
ら
の
頭
の
中
で

は
こ
の
世
界
が
ど
の
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
も
ヒ
ト

と
同
じ
感
情
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
可
愛
さ
の
あ
ま
り
、

つ
い
つ
い
ヒ
ト
と
同
じ
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
た
く
な
っ
て
し
ま
う

が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
ま
だ

科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
は
い

な
い
。

私
は
犬
バ
カ
に
な
っ
た
。

親
バ
カ
も
楽
し
か
っ
た
が
、

犬
バ
カ
も
楽
し
い
。
愛
犬
家

と
い
う
響
き
の
い
い
言
葉
も

あ
る
が
、
「
私
は
愛
妻
家
で

す
」
と
な
か
な
か
言
え
な
い

の
と
同
じ
よ
う
に
「
私
は
愛

犬
家
で
す
」
と
は
、
ど
う
も

言
い
に
く
い
の
で
、
私
は
犬

バ
カ
で
い
い
。	（
一
部
省
略
）

高
校
生
ま
で
、
暇
が
あ
れ

ば
書
店
巡
り
を
し
て
い
た
。

若
松
書
院
か
ら
始
ま
り
、
荒

井
書
店
、
福
島
書
房
、
西
潔

書
店
と
４
軒
を
回
り
、
大
体

は
マ
ン
ガ
本
あ
さ
り
で
、
銃

器
関
係
の
雑
誌
や
本
、
探
偵

小
説
や
Ｓ
Ｆ
小
説
な
ど
、
ま

あ
、
あ
ま
り
学
問
に
資
す
る

書
籍
は
購
読
し
て
は
い
な
か

っ
た
が
。

時
代
の
流
れ
だ
ろ
う
か
、

私
の
歩
け
る
範
囲
で
の
本
屋

が
ど
ん
ど
ん
姿
を
消
し
、
旭

書
店
と
い
う
大
き
な
本
屋
が

で
き
て
、
や
れ
う
れ
し
や
と

思
っ
た
の
に
、
そ
れ
も
姿
を

変
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
や
っ
と
１
軒
、
た

だ
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
の
貸
し

出
し
も
す
る
本
屋
が
で
き

て
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
毎
日
顔
を
出
し

て
、
相
変
わ
ら
ず
購
入
す
る

の
は
マ
ン
ガ
や
銃
器
関
係
が

主
で
、
時
々
小
説
や
医
学
関

係
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

購
入
し
て
い
る
。
書
店
員
と

は
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
で
、

注
文
し
た
書
籍
や
、
店
頭
で

見
つ
け
た
本
の
取
り
置
き
も

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

い
つ
も
の
よ
う
に
本
を
買

い
、
戦
争
も
の
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

借
り
た
時
、
女
性
の
書
店
員

が
言
っ
た
。

「
先
生
は
幼
稚
園
の
健
診

も
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
私
の

息
子
が
年
少
ク
ラ
ス
に
い
る

の
で
す
が
、
先
生
の
健
診
の

後
、
目
の
お
医
者
さ
ん
に
な

る
、
っ
て
言
い
出
し
た
ん
で

す
」
と
、
笑
顔
で
伝
え
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
は
何
と
か
レ

ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
、
と
言
っ

て
い
た
の
が
、
目
の
お
医
者

さ
ん
に
な
る
と
言
い
出
し
た

と
、
子
ど
も
の
成
長
を
喜
ん

で
い
た
。

「
そ
れ
な
ら
、
大
学
は
県

立
医
大
が
い
い
よ
。
地
元
枠

が
あ
る
し
、
公
立
だ
か
ら
学

費
も
安
い
よ
」と
教
え
る
と
、

う
れ
し
そ
う
に
お
礼
を
言
わ

れ
た
。

そ
う
か
、
会
津
か
ら
将
来

眼
科
医
が
出
る
の
か
、
と
私

も
う
れ
し
く
な
っ
た
の
だ

が
、
待
て
よ
。
年
少
組
と
い

う
と
、
３
歳
、
大
学
受
験
の

18
歳
ま
で
15
年
も
あ
る
。
そ

の
間
、
目
の
お
医
者
さ
ん
に

な
る
と
い
う
希
望
を
持
ち
続

け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

持
ち
続
け
た
と
し
て
、
現

役
合
格
も
で
き
、
６
年
間
で

卒
業
し
、
医
師
国
家
試
験
も

無
事
合
格
で
き
た
と
し
て
、

24
歳
。
そ
の
後
現
在
の
制
度

が
続
い
て
い
た
ら
、
２
年
間

の
研
修
が
あ
り
、
眼
科
医
に

な
る
の
は
そ
の
先
で
は
な
い

か
。
目
の
お
医
者
さ
ん
と
自

負
で
き
る
に
は
、
ま
あ
、
４

年
の
眼
科
研
修
が
あ
っ
た
と

し
て
、
ト
ー
タ
ル
で
27
年
、

そ
の
時
私
は
何
歳
に
な
っ
て

い
る
の
？

私
の
目
の
黒
い
う
ち
に
、

若
い
眼
科
医
の
誕
生
が
果
た

し
て
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
、
ね
え
、
神
様
仏
様
。
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　ブラジルを中心とした中南米で
ジカ熱が流行していることを受け
て、WHOでは2月1日（現地時間）、
緊急委員会を開き、この事態を国
際的に懸念される公衆の保健上の
緊急事態（PHEIC）に該当すると
宣言しました。
　日医の感染症危機管理対策室で
は、今後、厚生労働省の関係部局と連携し、医療機関
に対して関連情報を提供していきたいと考えておりま
すが、各医療機関におきましては、ジカ熱の疑いのあ
る患者が来院した場合には、渡航歴をご確認頂くとと
もに、妊婦が流行地区への渡航を予定している場合は、
自粛を要請して下さい。
　詳細は、日医並びに厚労省のホームページ等をご参
照下さい。

■日本医師会・ジカ熱関連情報
http://www.med.or.jp/jma/kansen/zika/004187.html

■厚生労働省・ジカウイルス感染症について
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ 
0000109881.html

ジカ熱に関するお願い

第
21
回
被
災
者
健
康
支
援

連
絡
協
議
会
が
１
月
25
日
、

日
医
会
館
小
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。
本
協
議
会
は
、
平
成

23
年
４
月
22
日
政
府
の
被
災

者
生
活
支
援
特
別
対
策
本
部

か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

健
康
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で

あ
り
、
現
在
19
組
織
（
38
団

体
）
に
よ
り
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

嘉
山
孝
正
事
務
局
長
（
山

形
大
学
医
学
部
参
与
）
の
司

会
で
開
会
。

冒
頭
、
横
倉
義
武
代
表
（
日

医
会
長
）
は
、
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
現
在
で
も
、

復
興
の
た
め
の
力
添
え
が
ま

だ
ま
だ
必
要
な
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
あ
の
時
、
大
混

乱
の
中
で
医
療
界
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、
毎
日
会
議
を

開
き
議
論
し
た
こ
と
を
思
い

出
す
」
と
、
東
日
本
大
震
災

発
災
当
時
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
「
最
近
で
は
、
鬼
怒

川
の
豪
雨
水
害
、
御
嶽
山
の

噴
火
な
ど
が
発
生
し
、
今
後

も
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
、

津
波
、
首
都
直
下
地
震
、
富

士
山
噴
火
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
が
想
定
さ
れ
る
」
と

し
て
、
実
証
実
験
を
含
め
た

形
で
の
災
害
訓
練
を
各
都
道

府
県
医
師
会
と
共
に
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
日
医
の
活

動
を
報
告
。

そ
の
上
で
、
同
代
表
は
、

「
日
医
が
防
災
対
策
基
本
法

上
の
指
定
公
共
機
関
の
指
定

を
受
け
る
と
と
も
に
、
私
が

本
協
議
会
の
代
表
と
い
う
形

で
、
中
央
防
災
会
議
の
委
員

に
就
任
し
た
。
災
害
が
起
き

た
時
は
、
政
府
と
民
間
で
最

大
限
の
協
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
と
し
て
、
本
協

議
会
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て

お
り
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
、
羽
生
田
俊

事
務
局
長
（
前
日
医
副

会
長
）
の
退
任
に
伴
い
、

横
倉
代
表
が
、
今
村
聡

日
医
副
会
長
を
新
た
に

事
務
局
長
に
加
え
る
こ

と
を
提
案
し
、
承
認
さ

れ
た
。

引
き
続
き
、
今
村
事

務
局
長
（
日
医
副
会
長
）
の

司
会
の
下
、
「
横
倉
代
表
の

中
央
防
災
会
議
の
委
員
就

任
、
日
医
の
指
定
公
共
機
関

の
指
定
」
に
つ
い
て
、
石
井

正
三
日
医
常
任
理
事
が
説
明

し
た
。

本
協
議
会
の
参
加
団
体

が
公
的
な
責
務
を
担
う

こ
と
に

石
井
常
任
理
事
は
、
「
日

医
の
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
く
『
指
定
公
共
機
関
』
」

の
指
定
に
つ
い
て
、
特
に
、

「
東
日
本
大
震
災
で
の
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
」
や
「
全
て
の
都
道
府
県

医
師
会
が
既
に
指
定
地
方
公

共
機
関
と
し
て
指
定
さ
れ
て

お
り
、
防
災
行
政
に
参
画
し

て
い
る
こ
と
」
な
ど
を
理
由

に
内
閣
府
よ
り
平
成
26
年
８

月
に
指
定
を
受
け
た
こ
と
を

報
告
。
ま
た
、
「
横
倉
代
表

の
中
央
防
災
会
議
の
委
員
就

任
」
に
つ
い
て
は
、
被
災
者

健
康
支
援
連
絡
協
議
会
の
代

表
の
立
場
と
し
て
参
画
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
し
、
「
こ

の
こ
と
は
次
の
大
規
模
災
害

に
向
け
て
、
日
医
だ
け
で
は

な
く
、
本
協
議
会
の
参
加
団

体
が
公
的
な
責
務
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

更
に
、
同
常
任
理
事
は
、

直
近
の
日
医
の
活
動
と
し

て
、
平
成
27
年
９
月
の
台
風

18
号
に
よ
る
「
関
東
・
東
北

豪
雨
」
被
害
に
伴
い
、
被
災

県
へ
状
況
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
大
き
な
被
害
を
受
け

た
茨
城
県
医
師
会
と
連
携

し
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
茨
城
へ
の
支

援
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
他
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
茨
城
の
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

そ
の
他
、
当
日
は
、
復
興

庁
よ
り
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
状
況
と
課
題
に
つ
い

て
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
日

本
看
護
協
会
、
全
国
医
学
部

長
病
院
長
会
議
、
日
本
病
院

会
、
日
本
栄
養
士
会
、
大
規

模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
支
援
関
連
団
体
協
議
会
よ

り
、
資
料
を
基
に
、
東
日
本

大
震
災
や
「
平
成
27
年
９
月

関
東
・
東
北
豪
雨
」
被
害
へ

の
取
り
組
み
状
況
が
そ
れ
ぞ

れ
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
、
横
倉
代
表
が
各

団
体
に
対
し
て
、
「
日
頃
か

ら
災
害
に
向
け
た
準
備
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
行
政
と
も
密
な
連
絡
を

取
っ
て
頂
き
た
い
」
と
述
べ
、

協
議
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

第21回被災者健康支援連絡協議会（1月25日）

東日本大震災から５年を迎えるに当たり
       中央防災会議委員就任等活動を報告
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女子栄養大学教授／日医勤務医委員会委員　藤巻わかえ

女性医師の
      アンガージュマンを求める

勤務医の過重労働を
改善するために
北海道済生会小樽病院長／
北海道医師会勤務医部会長　近藤真章

整
備
さ
れ
て
き
た
就
労
環

境
２
０
０
４
年
の
新
医
師
臨

床
研
修
制
度
で
顕
在
化
し
た

医
師
不
足
を
契
機
に
女
性
医

師
問
題
が
浮
上
し
、
女
性
医

師
支
援
か
ら
男
女
共
同
参
画

活
動
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

就
労
環
境
も
急
速
に
整
備
さ

れ
始
め
、
多
く
の
病
院
に
院

内
保
育
が
で
き
、
病
児
保

育
・
短
時
間
正
規
雇
用
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
復
職

支
援
も
広
ま
っ
て
き
た
。
運

用
面
で
は
依
然
と
し
て
問
題

は
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
と
し

て
は
10
年
前
と
は
隔
世
の
感

が
あ
る
。

次
々
に
生
じ
る
問
題
と
そ

の
要
因

し
か
し
、
次
々
と
新
た
な

事
案
が
出
て
き
て
、
多
種
多

様
な
形
で
女
性
医
師
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
、
常
に
社
会

の
動
き
を
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。

例
え
ば
、
２
０
０
４
年
の

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
で

は
、
何
年
か
経
っ
て
現
場
か

ら
の
声
で
問
題
が
発
覚
し

た
。
研
修
医
が
妊
娠
し
て
研

修
を
中
断
す
る
と
、
休
止
期

間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
。
90
日

間
の
休
止
は
認
め
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
を
超
え
る
研
修

の
中
断
と
再
開
に
関
す
る
規

定
が
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
、

厚
生
労
働
省
は
「
臨
床
研
修

を
長
期
に
わ
た
っ
て
休
止
す

る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
の
施
行
通
知
を
出
し
た
。

実
に
そ
れ
ま
で
の
５
年
間
、

研
修
医
の
妊
娠
出
産
は
想
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

同
様
に
、
新
し
く
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
新
専
門
医
制

度
に
不
安
が
あ
り
、
日
医
の

男
女
共
同
参
画
委
員
会
が
平

成
27
年
10
月
に
急
ぎ
中
間
答

申
を
提
出
し
て
、
改
善
要
請

が
な
さ
れ
た
。

な
ぜ
、
制
度
設
計
に
女
性

医
師
の
視
点
が
十
分
に
反
映

さ
れ
な
い
の
か
？　

そ
の
原

因
は
、
モ
ノ
言
え
る
立
場
に

女
性
医
師
が
少
な
す
ぎ
る
こ

と
と
、
真
の
男
女
共
同
参
画

を
目
指
そ
う
と
い
う
創
造
性

の
欠
如
に
あ
る
と
考
え
る
。

医
師
会
へ
の
女
性
医
師
の

参
画
状
況

社
会
へ
意
見
を
発
信
で
き

る
場
と
し
て
、
医
師
の
最
大

の
集
団
で
あ
る
医
師
会
の
役

割
は
非
常
に
大
き
い
が
、
女

性
医
師
の
参
画
は
不
十
分
で

あ
る
。

私
は
10
年
前
か
ら
日
医
の

勤
務
医
委
員
会
委
員
を
務
め

て
き
た
。
当
初
、
委
員
13
名

の
う
ち
女
性
は
私
１
人
で
あ

っ
た
が
、
４
年
後
に
２
人
と

な
っ
た
。
２
０
１
１
年
、
国

の
「
２
０
２
０
．
３
０
運
動
」

の
掛
け
声
の
下
、
日
医
は
２

０
１
４
年
度
を
目
標
に
「
女

性
一
割
運
動
」
を
掲
げ
た
が
、

そ
れ
以
前
に
勤
務
医
委
員
会

で
は
目
標
を
達
成
し
て
い

た
。
２
０
１
４
年
に
は
、
日

医
に
念
願
の
女
性
医
師
と
勤

務
医
の
理
事
枠
が
で
き
て
、

女
性
医
師
や
勤
務
医
の
声
が

中
枢
部
に
届
く
架
け
橋
が
で

き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
医
は
随

分
変
わ
っ
て
き
た
が
、
い
ま

だ
役
員
の
女
性
比
率
は
１
割

に
も
満
た
な
い
。

郡
市
区
等
医
師
会
の
状
況

は
ど
う
か
？
「
郡
市
区
等
医

師
会
に
お
け
る
勤
務
医
に
係

る
調
査　

報
告
書
」
（
日
医
勤

務
医
委
員
会
、
平
成
26
年
２

月
）
に
よ
れ
ば
、
女
性
役
員

の
平
均
人
数
は
０
・
７
人

で
、
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
が
54
・

３
％
と
い
う
悲
惨
な
状
況
で

あ
る
。

る
。
し
か
し
女
性
も
、
「
自

分
は
こ
の
程
度
で
良
い
」
と

い
う
天
井
を
設
け
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
時
間

が
な
い
」「
男
社
会
は
嫌
」「
医

師
会
の
活
動
は
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
口
実
で
、
社

会
活
動
か
ら
逃
げ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
？

北
海
道
医
師
会
勤
務
医
部

会
は
、
昭
和
61
年
６
月
、
勤

務
医
に
関
わ
る
地
域
医
療
活

動
、
生
涯
研
修
及
び
福
祉
対

策
等
の
事
業
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
北
海
道

医
師
会
の
事
業
と
し
て
設
立

し
た
。

平
成
16
年
４
月
の
新
医
師

臨
床
研
修
制
度
の
実
施
に
よ

り
、
面
積
で
は
四
国
と
九
州

を
合
わ
せ
た
広
さ
の
北
海
道

で
は
、
大
都
市
札
幌
を
除
い

て
「
勤
務
医
不
足
」
「
医
師

の
偏
在
」
が
叫
ば
れ
て
久
し

く
な
る
。

私
は
平
成
21
年
よ
り
部
会

長
を
務
め
て
い
る
が
、
病
院

の
勤
務
医
は
日
中
の
平
常
勤

務
に
加
え
、
救
急
医
療
・
夜

間
を
含
め
た
時
間
外
診
療
に

も
対
応
し
て
い
る
。

勤
務
医
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
北
海
道
医
師
会

勤
務
医
部
会
で
は
、
平
成

25
・
26
年
度
で
、
（
１
）
病

院
へ
の
ク
レ
ー
マ
ー
問
題
、

（
２
）
救
急
・
時
間
外
診
療

の
実
態
（
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の

問
題
等
）、（
３
）
医
師
不
足

の
実
態
と
診
療
科
の
偏
在
、

（
４
）
女
性
医
師
の
地
域
医

療
へ
の
貢
献
度
、
（
５
）
地

域
医
療
を
支
え
る
医
師
の
高

齢
化

─
に
つ
い
て
の
実
態

調
査
を
行
い
、
「
勤
務
医
の

過
重
労
働
を
改
善
す
る
た
め

に
」
と
い
う
題
で
報
告
書
を

作
成
し
た
。

平
成
27
・
28
年
度
は
、
刻
々

と
変
化
す
る
北
海
道
の
医
療

状
況
を
比
較
検
討
す
る
た
め

に
、
更
に
調
査
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

そ
の
結
果
を
２
０
２
５
年

問
題
に
向
け
て
、
行
政
や
地

域
住
民
に
働
き
掛
け
、
少
し

で
も
地
域
医
療
を
守
る
解
決

策
の
一
端
に
な
る
こ
と
を
切

望
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
に
北
海
道
で

開
催
予
定
の
全
国
医
師
会
勤

務
医
部
会
連
絡
協
議
会
で
、

そ
の
結
果
を
ご
報
告
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

多
く
の
先
生
方
の
参
加
を

期
待
し
て
い
る
。

女
性
医
師
が
医
師
会
活
動

に
参
画
し
難
い
理
由

女
性
医
師
が
医
師
会
に
参

画
し
難
い
の
は
、
仕
事
と
育

児
に
精
一
杯
で
時
間
が
な
い

の
が
主
因
だ
が
、
男
社
会
に

入
り
難
い
、
医
師
会
の
活
動

が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
理

由
も
聞
か
れ
る
。

こ
の
辺
り
は
、
男
女
共
に

根
深
い
固
定
的
性
別
役
割
の

意
識
、
男
性
側
の
男
尊
女
卑

の
意
識
と
男
社
会
へ
の
固

執
、
女
性
側
の
社
会
性
の
低

さ
と
い
っ
た
問
題
が
根
底
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
イ
ク

メ
ン
」
が
社
会
的
市
民
権
を

得
て
、
育
児
と
い
う
貴
重
な

体
験
を
男
性
も
共
有
す
る
風

土
が
芽
生
え
始
め
た
一
方

で
、
″
育
児
は
母
親
の
手
で
〟

と
い
う
女
性
の
気
持
ち
で
育

児
を
抱
え
込
む
場
合
も
あ

る
。男

尊
女
卑
は
昔
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
ガ
ラ
ス
の
天
井
は

厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い

女
性
医
師
が
医
師
会
活
動

に
参
画
す
る
た
め
に

男
女
共
に
引
き
続
き
意
識

改
革
が
必
要
だ
が
、
医
師
会

役
職
へ
の
女
性
医
師
登
用

と
、
医
師
会
活
動
を
広
く
情

報
発
信
し
て
理
解
と
共
感
を

得
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

ま
ず
は
ク
オ
ー
タ
制
を
導

入
し
、
日
医
の
各
委
員
会
や

地
域
医
師
会
の
役
員
へ
一
定

数
の
女
性
医
師
を
登
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

情
報
発
信
は
、
医
師
会
に

未
入
会
の
医
師
も
対
象
と
し

て
、
定
期
的
に
メ
ー
ル
配
信

す
る
と
良
い
。
入
会
し
て
い

な
い
女
性
医
師
や
勤
務
医

は
、
わ
ざ
わ
ざ
医
師
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
に
い
か
な

い
か
ら
で
あ
る
。
小
難
し
く

て
長
い
記
事
は
ご
法
度
で
あ

る
。
直
感
的
な
見
出
し
で
、

ワ
ン
ス
ク
ロ
ー
ル
で
見
ら
れ

る
記
事
が
良
い
。

自
分
達
と
同
じ
立
場
の
勤

務
医
や
女
性
医
師
か
ら
ト
ピ

ッ
ク
の
問
題
や
医
師
会
の
取

り
組
み
が
発
信
さ
れ
れ
ば

「
自
分
も
参
画
し
よ
う
」
と

い
う
気
持
ち
も
湧
く
。

日
医
は
、
医
師
会
の
ド
メ

イ
ン
を
持
つ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
全
医
師
に
与
え
、
情
報

発
信
の
ハ
ブ
と
な
っ
た
ら
ど

う
か
。

真
の
男
女
共
同
参
画
を
目

指
す
た
め
に

10
年
後
に
は
、
生
産
年
齢

人
口
世
代
の
２
人
が
高
齢
者

１
人
を
支
え
る
時
代
に
な

る
。
女
性
医
師
は
更
に
増
え
、

男
女
問
わ
ず
育
児
や
介
護
を

し
て
も
普
通
に
働
け
な
い
と

社
会
を
支
え
ら
れ
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
真
の
男
女
共
同

参
画
社
会
が
必
要
で
、
そ
の

実
現
に
は
、
女
性
も
社
会
参

加
し
て
意
見
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

10
年
前
、
医
療
崩
壊
が
問

題
と
な
っ
た
頃
に
開
催
さ
れ

た
平
成
18
年
度
全
国
医
師
会

勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会

マイナンバー制度について
　日医ホームページ・メンバーズルーム（医師会
活動について）に、日本医師会「特定個人情報
（マイナンバー）等の適正な取扱いに関する基本
方針」「特定個人情報等取扱規程」「就業規則の
改正」「特定個人情報等取扱マニュアル」を掲載
しています。

　また、中小規模事業者（※）に該当する医療
機関向け「取扱規程（事務フロー、チェックリス
ト）」等も掲載していますので、併せて参考にし
て下さい。

http://www.med.or.jp/japanese/members/
メンバーズルーム

※中小規模事業者とは？
従業員数100人以下で、個人
情報取扱事業者（事業に使用す
るため過去6カ月に1日でも
5,000を超える個人データを保
有したことがある事業者）等を
除いた事業者のこと。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ

ン
：
社
会
参
加
し
て
現

実
の
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
。

（
埼
玉
県
医
師
会
担
当
）
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
勤
務
医

の
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
を
求

め
る
」
で
あ
っ
た
。

今
こ
そ
、
女
性
医
師
の
ア

ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
を
求
め
た

い
。
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日医では、4月より都道府県医師会を実施主体として、「日医かかりつけ医
機能研修制度」を開始する予定となっています。今号では改めて、制度の目的
や研修内容についてご説明します。

１．どのような目的で実施するのでしょうか。
本研修制度は、今後の更なる少子高齢社会を見据え、地域住民から信頼され

る「かかりつけ医機能」のあるべき姿を評価し、その能力を維持・向上するた
めの新たな研修制度です。日医では、かかりつけ医を「何でも相談できる上、
最新の医療情報を熟知して、必要な時には専門医、専門医療機関を紹介でき、
身近で頼りになる地域医療、保健、福祉を担う総合的な能力を有する医師」と
位置づけてきました。わが国の医師は、昔からこのような機能を果たしてきま
したが、地域包括ケアシステムの構築が進められ、かかりつけ医機能の重要性
が更に高まる今こそ、改めてかかりつけ医機能の充実・強化を図る必要がある
と考えられることが本研修制度発足の背景にあります。

本研修制度の修了者には、都道府県医師会より修了証書または認定証が交付
されますが、それは当該医師が地域のかかりつけ医として活動し、研鑽を続け
ていることを示すものとなり、かかりつけ医に対する地域住民からのより一層
の信頼にもつながるものと考えます。

また、平成29年度からは、新たな専門医制度として総合診療専門医の養成
が開始されますが、総合診療専門医はあくまで学問的な位置づけであり、将来、
総合診療専門医の資格を持った医師も、地域医療を実践する際には本研修制度
を受講して頂きたいと考えています。

このようなことから、本研修制度の受講対象となる医師は、地域住民のかか
りつけ医となる全ての医師と考えており、診療科や主たる診療の場は問いません。

先生方にはぜひ本研修制度を受講して頂き、引き続き地域医療の現場でご活
躍頂きたいと思います。

２．どのような研修内容でしょうか。
本研修制度では、「かかりつけ医機能」として、

１．患者中心の医療の実践
２．継続性を重視した医療の実践
３．チーム医療、多職種連携の実践
４．社会的な保健・医療・介護・福祉活動の実践
５．地域の特性に応じた医療の実践
６．在宅医療の実践

の6つを掲げており、このような機能に沿った形の研修内容としています。
研修体系は、「基本研修」「応用研修」「実地研修」の3つで構成されており、

各研修の概要は図1のとおりとなっています。

実地研修として規定した具体的な活動内容については、図3をご覧下さい。
いずれも地域のかかりつけ医に求められる活動であると考えています。

３．修了要件を満たした後の流れを教えて下さい。
本研修制度の実施主体は、本研修制度の実施を希望する都道府県医師会とな

ります（本年2月20日現在では、各都道府県医師会に対し、実施意向を伺って
いる段階です）。本研修制度を実施する都道府県医師会においては、原則とし
て毎年12～ 1月の2カ月間が修了申請の受付期間となるため、全ての修了要件
を満たした先生には、規定の申請書等の提出書類をご用意頂き、受付期間内に
所属の郡市区医師会を通じて修了申請を行って頂くことになります。本研修制
度の修了確認ができた先生には、修了申請を行った翌年度の4月1日付で、都
道府県医師会より修了証書または認定証が交付されます。

なお、都道府県医師会によって申請手順等が異なることもありますので、制
度の実施状況等を含め、詳細につきましては、所属の都道府県医師会または日
医にご照会下さい。

また、平成27年12月3日に開催した「都道府県医師会生涯教育担当理事・
日医かかりつけ医機能研修制度担当理事合同連絡協議会」において、都道府県
医師会の担当理事に対して本研修制度に関する説明を行いました（本紙第
1304号既報）。その際の映像は、日医ホームページのメンバーズルーム（会員
専用ページ）にも掲載しておりますので、ご参照下さい（http://www.med.
or.jp/japanese/members/flv_movie/20151203syogai/index.html）。

かかりつけ医機能の
  充実・強化を目指し「日医かかりつけ医機能研修制度」を開始

図1　日医かかりつけ医機能研修制度

日医が行う中央研修、関
連する他の研修会及び一
定の要件を満たした都道
府県医師会並びに郡市
区医師会が主催する研
修会等の受講。

「日医生涯教育認定証」
の取得。

社会的な保健・医療・介
護・福祉活動、在宅医療、
地域連携活動等の実践。

基本研修 応用研修 実地研修

３年間で上記要件を満たした場合、都道府県医師会より
修了証書または認定証を発行（有効期間3年）。

規定の活動を
２つ以上実施

（10単位以上取得）
規定の座学研修を
10単位以上取得

応用研修

図2　応用研修の講義内容

日医では平成28年度より、本研修制度の応用研修会（6講義、計6時間）を、年に
1回のペースで開催予定（3年かけてシラバスの全項目を網羅する）。

各年度の講義内容（予定）

平成28年度 平成29年度 平成30年度
1.かかりつけ医の倫理

2.生活習慣病

3.フレイル予防、CGA・老年症候群

4.かかりつけ医の摂食嚥下障害

5.かかりつけ医の在宅医療・緩和医療

6.症例検討

1.かかりつけ医の質・医療安全

2.認知症

3.フレイル予防、CGA・老年症候群

4.かかりつけ医のリハビリテーション

5.かかりつけ医の在宅医療・緩和医療

6.症例検討

1.かかりつけ医の感染対策

2.健康増進・予防医学

3.フレイル予防、CGA・老年症候群

4.かかりつけ医の栄養管理

5.かかりつけ医の在宅医療・緩和医療

6.症例検討

実地研修

図3　実地研修の活動内容

1． 学校医・園医、警察業務への協力医

2． 健康スポーツ医活動

3． 感染症定点観測への協力

4． 健康相談、保健指導、行政（保健所）と契約
して行っている検診・定期予防接種の実施

5． 早朝・休日・夜間・救急診療の実施・協力

6． 産業医・地域産業保健センター活動の実施

7． 訪問診療の実施

8． 家族等のレスパイトケアの実施

9． 主治医意見書の記載

10． 介護認定審査会への参加

11． 退院カンファレンスへの参加

12． 地域ケア会議等※への参加（※会議の名称
は地域により異なる）

13． 医師会、専門医会、自治会、保健所関連の各
種委員

14． 看護学校等での講義・講演

15． 市民を対象とした講座等での講演

16． 地域行事（健康展、祭りなど）への医師とし
ての出務

応用研修については、日医において、3年度分の研修内容を盛り込んだ講義
要項（シラバス）を作成いたしました。今後はシラバスに基づくテキストを年
度ごとに作成していき、「日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修会（仮称）」
では、当該テキストを使用した座学の研修を実施します。各年度で予定してい
る応用研修の講義内容は図2をご参照下さい。

また、日医や都道府県医師会等が行っている「地域包括診療加算・地域包括
診療料に係るかかりつけ医研修会」や、「かかりつけ医認知症対応力向上研修」
などを受講した場合にも、応用研修の単位としてカウントすることを可能とします。
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